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１ 感染判明の経緯 

 昨日、本年３月に本学を卒業した研修医の研修先である大館市立総合病院より、研修医１名が PCR 検査で

陽性であることが判明したとの連絡があった。友人と海外旅行に行くなど濃厚接触者がいるとのことであった

ため、大学において調査を開始した。 

 

２ これまでの調査内容と対応 

（１） 海外旅行の状況（計６名） 

〇 昨日（２日）、本人を含め、旅行に同行した計６名に対して聞き取り調査を実施。３月９日から１７日まで、

スペイン、フランスを旅行。 

〇 旅行に同行した他の５名について、いずれも研修医であることから、昨日直ちに、本人及び研修先病院に

対して、旅行の同行者に陽性者が発生した旨を連絡。 

〇 ４名については、これまでの PCR 検査で陰性を確認。 

〇 １名については、ＰＣＲ検査中。 

（２） 帰国後の行動（陽性者） 

〇 弘前までの経路 

・ １７日に羽田に帰国後、川崎市内のホテルに一泊の後、１８日に本人所有の車にて弘前に移動し、同日

深夜に到着。 

 〇 ３月２３日の卒業式には出席していない。 

〇 会食等の状況 

・ ２３日夜、市内３カ所で会食、計約３０名程度の者が同席。参加者の特定を調査中だが、参加者の多くは

同級生、一部が下級生とみられる。 

・ このため、３月卒業者の全研修先２１都道府県、６１病院に対して本日（うち青森県内１２病院については

昨日）、同級生に陽性者発生した旨を連絡中。あわせて、５年、６年生の県内医療機関における臨床実習

の実施を本日から２週間中止。 

〇 その他 

・ 医師免許の申請、バイト先へのあいさつ、引っ越し、買い物などを行っていた。 

・ ３月２５日からは大館に在住。弘前と大館の間の移動は本人所有の車。 



（３） 接触者の状況 

 〇 陽性者 

  ・ ４月 3 日の PCR 検査の結果、濃厚接触者の中から陽性者 1 名を確認した。 

  ・ 詳細については、県より報告。 

    


